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い
ま
、
わ
が
国
の
高
等
教
育
は
、
国
内
外
の
政
治
・
経
済
情
勢
の
変
化
や
情
報
化
を
含
む
科
学
技
術
の
進
歩
、
地
球
的
規
模

で
の
環
境
問
題
へ
の
対
応
な
ど
と
、
新
た
な
研
究
課
題
に
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
も
、
教
育

機
関
の
充
実
・
発
展
が
切
実
に
な
っ
て
い
る
。 

年
、
十
八
歳
人
口
の
減
少
と
高
学
歴
化
を
背
景
に
、
短
期
大
学
志
願
者
は
減
少
し
つ
づ
け
て
い
る
。
こ
の
新
し
い
状
況
の
な
か

で
、
短
期
大
学
の
設
置
者
や
教
職
員
が
教
育
理
念
を
振
り
返
り
、
自
己
分
析
を
し
て
今
後
の
方
向
づ
け
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
で
あ
る
。 

し
か
し
、
大
学
の
研
究
・
教
育
環
境
は
大
き
な
困
難
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
の
要
因
は
、
最
高
時
に
比
し
て
四
割
以
上
も
減

少
す
る
十
八
歳
人
口
の
影
響
、
政
府
の
教
育
予
算
の
削
減
方
向
、
さ
ら
に
、
新
た
な
研
究
・
教
育
課
題
に
対
応
す
る
各
大
学
の

条
件
整
備
の
不
足
な
ど
が
あ
る
。 

加
し
、
危
機
と
も
い
え
る
状
況
に
あ
る
。
現
在
、
五
百
校
を
超
え
る
私
立
短
期
大
学
は
地
域
社
会
の
な
か
で
、
女
子
を
中
心
に

高
等
教
育
人
口
の
す
そ
野
を
ひ
ろ
げ
、
社
会
の
知
的
、
専
門
技
術
的
な
進
歩
の
一
環
を
担
っ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
と
り
わ
け
私
立
短
期
大
学
は
、
「
定
員
割
れ
」
を
か
か
え
る
短
期
大
学
・
学
科
が
急
激
に
増 
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同
時
に
、
国
の
文
教
行
政
は
、
短
期
大
学
を
今
後
の
高
等
教
育
全
体
の
な
か
に
明
確
に
位
置
づ
け
、
適
切
な
条
件
整
備
を
図

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
短
期
大
学
卒
業
後
は
、
二
十
歳
で
社
会
人
と
し
て
の
就
職
、
四
年
制
大
学
へ
の
編
入
学
、
短
期

大
学
専
攻
科
へ
の
進
学
、
専
門
学
校
へ
の
進
学
、
留
学
な
ど
の
道
を
各
人
の
目
標
に
あ
わ
せ
て
柔
軟
に
選
択
で
き
る
特
色
を
有

し
、
ま
た
、
十
八
歳
人
口
に
対
応
す
る
だ
け
で
な
く
、
か
つ
て
様
々
な
条
件
の
な
か
で
高
等
教
育
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
な 

か
っ
た
人
々
へ
の
身
近
な
門
戸
に
も
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
可
能
性
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国
の
積
極
的
な
政
策

的
位
置
づ
け
と
条
件
整
備
が
緊
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

一 

政
府
、
文
部
省
は
、
私
立
短
期
大
学
の
困
難
な
現
状
を
放
置
す
る
の
で
な
く
、
今
後
の
私
立
短
期
大
学
に
い
か
な
る
位
置

づ
け
を
あ
た
え
る
の
か
を
明
確
に
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。 

二 

私
立
大
学
（
私
立
短
期
大
学
を
含
む
）
の
公
費
助
成
に
つ
い
て
、
一
九
七
五
年
の
私
立
学
校
振
興
助
成
法
に
関
す
る
参
議

院
文
教
委
員
会
の
附
帯
決
議
に
も
と
づ
い
て
、
経
常
費
補
助
を
増
額
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。
な
お
、
短
期
大
学

卒
業
生
の
四
年
制
大
学
へ
の
編
入
学
が
増
加
し
て
い
る
現
状
で
は
、
私
学
助
成
に
関
し
て
四
年
制
大
学
と
短
期
大
学
の
積
算

基
準
を
区
別
す
る
根
拠
は
乏
し
い
の
で
、
こ
れ
を
同
一
化
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

そ
こ
で
、
私
立
短
期
大
学
へ
の
助
成
等
に
関
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。 
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四 

平
成
八
年
度
の
政
府
の
国
民
生
活
白
書
で
は
、
私
立
大
学
生
一
人
に
対
す
る
家
計
の
負
担
は
、
可
処
分
所
得
の
四
十
二
％

を
占
め
る
な
ど
、
教
育
費
の
負
担
と
困
難
は
増
大
し
て
い
る
。
日
本
育
英
会
の
奨
学
生
推
薦
基
準
で
、
私
立
大
学
第
一
種
奨

学
生
家
庭
の
給
与
所
得
上
限
は
、
九
百
八
十
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
同
時
期
に
複
数
の
子
女
の
私
立
大
学
進
学
者
（
短
期

大
学
を
含
む
）
を
抱
え
る
場
合
は
、
上
限
額
を
一
千
二
百
万
円
ま
で
引
き
上
げ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。 

五 

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
か
ら
の
五
％
以
上
の
利
息
の
つ
く
長
期
借
入
金
に
つ
い
て
、
私
立
大
学
関
係
者
か
ら

「
少
な
く
と
も
借
入
後
三
年
を
経
過
し
た
も
の
は
、
繰
上
償
還
を
み
と
め
る
べ
き
」
と
の
要
望
が
あ
る
が
、
こ
の
要
望
に
ど

う
こ
た
え
る
の
か
。 

三 

高
等
教
育
機
関
の
学
習
機
能
が
、
社
会
人
な
ど
に
ひ
ろ
く
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
「
有
給
教
育
休
暇
制
度
」
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
百
四 

六 

「
大
学
審
議
会
」
委
員
に
、
短
期
大
学
代
表
の
委
員
が
除
外
さ
れ
て
い
る
が
、
い
か
な
る
理
由
が
あ
る
の
か
、
明
確
に
さ 

十
八
号
勧
告
）
の
確
立
、
さ
ら
に
、
家
庭
に
い
る
中
高
年
女
性
な
ど
の
教
養
を
身
に
つ
け
る
意
欲
に
こ
た
え
て
年
間
授
業
料

の
一
定
額
の
助
成
な
ど
を
検
討
し
、
具
体
化
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

ま
た
、
私
立
大
学
生
で
奨
学
金
を
う
け
て
い
る
の
は
四
％
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
奨
学
金
制
度
を
も
っ
と
活
用
で
き
る
よ
う
に

対
象
人
員
の
拡
充
が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

五 

 



 

 

六 

れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


